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中部方面隊創隊６０周年記念行事

殉
職
隊
員
追
悼
式

感
謝
状
贈
呈
式

10
月
３
日
（
土
）
、
中

部
方
面
隊
は
方
面
隊
と
し

て
初
の
殉
職
隊
員
追
悼
式

を
伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て

実
施
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
た
め
、

遺
族
の
方
々
へ
の
招
待
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
各

師
・
旅
団
長
等
が
参
加
し
、

式
は
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。

10
月
３
日
（
土
）
、
伊
丹
駐
屯
地

に
お
い
て
、
募
集
対
象
者
（
受
験
直

後
又
は
こ
れ
か
ら
受
験
を
希
望
す
る

者
）
及
び
そ
の
保
護
者
・
学
校
教
諭

等
に
対
し
て
募
集
広
報
を
実
施
し
た
。

参
加
者
は
約
３
０
０
名
を
数
え
、

中
部
方
面
隊
管
内
に
お
い
て
既
に
募

集
広
報
の
日
が
実
施
さ
れ
た
他
駐
屯

地
同
様
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
の
高
さ

が
伺
え
た
。

こ
の
日
は
、
各
職
種
の
紹
介
や
職

種
体
験
の
ほ
か
、
翌
日
に
実
施
さ
れ

る
中
部
方
面
隊
60
周
年
記
念
行
事
の

予
行
の
場
を
活
用
し
つ
つ
、
１
日
司

令
官
体
験
等
が
企
画
さ
れ
、
自
衛
隊

の
多
種
多
様
な
職
種
と
職
域
の
体
験

も
で
き
る
等
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
機

会
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

募集広報の日（伊丹駐屯地）
10
月
４
日
（
日
）
、
中
部

方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸

将
）
は
、
創
隊
60
周
年
記
念

式
典
を
伊
丹
駐
屯
地
で
実
施

し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
一

般
公
開
を
せ
ず
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
人
気
ア
ニ

メ
と
コ
ラ
ボ
し
た
ラ
イ
ブ
配

信
を
実
施
し
た
。
ア
ニ
メ
声

優
に
よ
る
解
説
や
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
空
撮
は
、
好
評
を
博

し
、
15
万
人
（
11
月
12
日
現

在
）
の
視
聴
者
を
獲
得
し
た
。

10
月
３
日
（
土
）
、
中

部
方
面
隊
は
方
面
隊
菅
内
の

一
般
、
就
職
援
護
、
募
集
及

び
予
備
自
衛
官
等
雇
用
に
協

力
い
た
だ
い
た
各
種
功
労
団

体
及
び
個
人
に
対
し
て
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
。
例
年
と
は

異
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
伊
丹

駐
屯
地
で
の
贈
呈
は
、
京
都
、

大
阪
及
び
兵
庫
在
住
の
団

観閲行進の最後を飾る74式戦車

体
・
個
人
に

限
定
し
て
実

施
し
た
。
他

の
府
県
在
住

の
方
々
に
は
、

後
日
、
上
申

部
隊
か
ら
贈

呈
予
定
で
あ

る
。

ライブ配信で好きな食べ物が話題となった
第３特科隊長

式辞を述べる野澤総監

スタンドから記念行事予行を見学する参加者

追悼式で拝礼を行う隊員

感謝状贈呈式での集合写真

祝辞を述べられる井上大阪防衛協会会長
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山林火災
に係る災害派遣

駐
大
阪
・
神
戸
米
国

総
領
事
来
隊

10

月

17

日

（
土
）
か
ら
18

日
（
日
）
に
お

い
て
、
陸
上
幕

僚
長
（
湯
浅
陸

将
）
が
大
久
保

駐
屯
地
及
び
北

徳
島
分
屯
地
を

視
察
さ
れ
た
。

陸
上
幕
僚
長

は
訓
練
視
察
や

懇
談
を
通
じ
、

現
場
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
さ

れ
、
２
日
間
の

部
隊
視
察
を
終

え
た
。

陸
上
幕
僚
長
部
隊
視
察

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
10
月

14
日
（
水
）
駐
大
阪
・
神

戸

米

国

総

領

事

（

リ

チ
ャ
ー
ド
・
メ
イ
・
ジ
ュ

ニ
ア
氏
）
の
訪
問
を
受
け

た
。懇

談
で
は
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
メ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
総

領
事
は
と
て
も
流
ち
ょ
う

な
日
本
語
で
こ
れ
ま
で
の

日
本
と
の
関
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
語
ら
れ
、
総
監
も

米
留
時
代
の
思
い
出
を
語

る
等
、
相
互
の
親
睦
を
図

る
と
と
も
に
、
東
日
本
大

震
災
を
契
機
と
し
た
日
米

の
信
頼
関
係
強
化
な
ど
に

つ
い
て
話
し
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
談

を
終
了
し
た
。

機
動
展
開
訓
練

第
14
旅
団

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
陸
将
補
）
は
、
機
動

展
開
訓
練
の
た
め
、
第
１

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
（
千
葉

県

木
更
津
駐
屯
地
）
の

Ｃ
Ｈ―

47
等
に
よ
り
善
通

寺
駐
屯
地
か
ら
沖
縄
県
与

那
国
島
ま
で
の
空
中
機
動

を
実
施
し
た
。

現
地
に
お
い
て
は
、
西

部
方
面
情
報
隊
与
那
国
沿

岸
監
視
隊
と
の
共
同
警
備

訓
練
を
行
い
、
第
14
旅
団

は
機
動
旅
団
と
し
て
の
練

度
を
向
上
さ
せ
た
。

第
14
旅
団
は
現
地
で
の

訓
練
を
終
え
た
後
、
再
び

空
中
機
動
等
に
よ
り
21
日

に
善
通
寺
駐
屯
地
に
帰
隊

し
た
。

第２次訓練検閲 第13旅団

災害
派遣

ＣＨ－47に乗り込む隊員

第
13
旅
団
（
旅
団
長

兒
玉
陸
将
補
）
は
、
９
月
19
日
（
土
）
か
ら
９
月
26
日
（
土
）
ま
で
の
間
、

第
２
次
訓
練
検
閲
を
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
に
よ
り
、
第
17
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

杵
淵
１
佐
）
、
第
13
偵
察
隊
（
隊
長

中
津
２

佐
）
、
第
13
飛
行
隊
（
隊
長

小
薗
２
佐
）
及
び
第
13
通
信
隊
（
隊
長

井
上
２
佐
）
に
対
し
て
、
旅
団

の
攻
撃
を
主
体
と
し
た
戦
術
行
動
の
練
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
の
練
度
を
評
価
・
判
定
し
た
。

攻撃を行う隊員（第17普通科連隊）

集結地へ前進する８７式偵察警戒車
（第13偵察隊）

有線構成を行う隊員（第13通信隊）

航空機の偽装を行う隊員（第13飛行隊）

訓練視察（大久保駐屯地）

懇談（北徳島分屯地）

10
月
15
日
（
木
）
、

山
口
県
周
南
市
に
お
い

て
山
林
火
災
が
発
生
し
、

山
口
県
知
事
か
ら
第
17

普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

杵
淵
１
佐
）
に
災
害
派

遣
要
請
が
あ
り
、
消
火

活
動
を
実
施
し
た
。

消
火
活
動
は
、
第
13

飛
行
隊
の
Ｕ
Ｈ―

１×

２
機
及
び
中
部
方
面
航

空
隊
Ｃ
Ｈ―

47×

２
機

に
よ
り
実
施
し
、
延
べ

１
１
７
回
（
３
６
９

ｔ
）
の
空
中
消
火
活
動

に
よ
り
鎮
火
に
寄
与
し
、

16
日
（
金
）
山
口
県
知

事
か
ら
の
撤
収
要
請
を

受
け
て
、
同
活
動
を
終

了
し
た
。

ＵＨ-１による空中消火

懇談中の野澤総監（右）とリチャード・
メイ・ジュニア総領事（左）
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中
部
方
面
総
監
（
野
澤
陸
将
）
は
９
月

24
日
（
木
）
か
ら
25
日
（
金
）
に
自
衛
隊

石
川
地
方
協
力
本
部
及
び
自
衛
隊
富
山
地

方
協
力
本
部
、
10
月
15
日
（
木
）
か
ら
16

日
（
金
）
に
春
日
井
駐
屯
地
及
び
明
野
駐

屯
地
、
10
月
20
日
か
ら
21
日
に
出
雲
駐
屯

イベント情報

実施
予定日

行事名 場所 問い合わせ先

11/29 奈良県防衛・防災フェア
上野総合運
動公園

奈良地方
協力本部

06-6942-0543

12/5 UH-1J体験搭乗
海田市
駐屯地

広島地方
協力本部

082-221-2958

12/5 第３師団巡回演奏会
大和高田市
文化会館 奈良地方

協力本部
0742-23-700112/12 信太山駐屯地見学

信太山
駐屯地

12/12 CH-47体験搭乗 明野駐屯地
三重地方
協力本部

059-225-0531

12/13
スペシャルコンサート
in 中之島 *1
中部方面音楽隊

大阪市中央
公会堂

大阪地方
協力本部

06-6942-0543

12/13
クリスマス
フェスティバル *2
第10音楽隊

岐阜市民
会館

第10師団
広報室

052-791-2191

中
部
方
面
総
監

部
隊
視
察

地
及
び
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
へ
の

部
隊
視
察
を
行
っ
た
。

中
部
方
面
総
監
は
、
各
駐
屯
地
等
に
お

い
て
現
況
を
確
認
し
、
統
率
方
針
及
び
要

望
事
項
を
周
知
し
た
。

中部方面隊創隊６０周年記念として、オリジ
ナルフレーム切手「夕陽」及び「青空」の２種
類が郵便局において販売中です。１６式機動戦
闘車やＡＨ－１Ｓコブラ等の装備品写真がデザ
インとされている限定切手です。お買い求めは
一部の郵便局または日本郵便のウェブサイト内
「郵便局のネットショップ」よりお買い求め下
さい。

６０周年記念切手発売中！

各行事は日程等の変更や観客数に制限が設け
られる場合がありますので、事前にご確認くだ
さい。

青 空夕 陽

隊内巡視（春日井駐屯地） 懇談（明野駐屯地）

訓示（自衛隊富山地方協力本部）

懇談（出雲駐屯地） 隊内巡視（自衛隊島根地方協力本部）

隊内巡視（自衛隊石川地方協力本部）

*1 観客数制限有り *2 募集対象者のみ



鯖
江
駐
屯
地
は
、
福
井
県
内
唯
一
の
駐
屯
地
で
あ

り
、
駐
屯
部
隊
の
主
力
で
あ
る
第
３
７
２
施
設
中
隊

が
駐
屯
地
業
務
を
担
任
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
厚
生
業
務
に
お
い
て
は
、
県
内
の
関
係

部
外
団
体
（
家
族
会
・
隊
友
会
）
と
各
種
行
事
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

毎
年
年
末
行
事
で
は
、
家
族
会
か
ら
餅
つ
き
の
材

料
等
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
家
族
会
会
員

と
隊
員
で
盛
大
に
餅
つ
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
隊
員
に
よ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
余
興
も
一
緒
に
楽

し
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
一
年
を
締
め
く
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
に
入
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
各
種
行
事
、
イ

ベ
ン
ト
、
会
合
等
が
中
止
や
延
期
と
な
り
、
交
流
を

深
め
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
制
約
を
受
け
る
情
勢
の
中
、
鯖
江
駐

屯
地
で
は
、
家
族
会
と
の
連
携
の
実
効
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
家
族
の
安
否
確
認

を
希
望
す
る
隊
員
及
び
そ
の
家
族
の
名
簿
を
逐
次
更

新
し
、
家
族
会
と
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

実
効
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
鯖
江
駐
屯
地
は
、
安
否
確
認
の
実
施
要
領

等
に
つ
い
て
、
関
係
部
外
団
体
と
細
部
調
整
す
る
と

と
も
に
、
実
動
を
伴
う
安
否
確
認
訓
練
を
計
画
・
実

行
し
て
更
な
る
実
効
性
の
向
上
を
図
り
、
家
族
支
援

態
勢
の
充
実
・
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第４７回）

第
３
７
２
施
設
中
隊
（
鯖
江
駐
屯
地
）

第８高射特科群
最先任上級曹長
（青野原駐屯地）

准陸尉
伊澤 芳明

（４）２０２０年１１月１６日発刊号 中部方面隊広報紙

ＣＳＭの提言

地本のチカラ

（連載第２１回：徳島地本）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
隊
務
へ
の
様
々
な
影
響
は
、
皆
さ

ま
の
部
隊
に
お
か
れ
ま
し
て
も
痛
感
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
最
先
任
上
級
曹
長
に
上
番
し
て
約
半
年
に
な
り
ま
す

が
、
最
近
改
め
て
「
指
導
」
す
る
と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
各
部
隊
の
先
任
上
級
曹
長
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
駐
屯
地
及
び
部
隊
の
躾
事
項
に
つ
い
て
少
々
口
う
る
さ
い

く
ら
い
に
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
浸
透
し
て
い
か
な
い
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
「
口
す
っ
ぱ
」
で
繰
り
返
し
教
え
る

と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
プ

ラ
ス
し
て
「
理
由
」
や
「
大
義
名
分
」
と
い
っ
た
明
確
な
も
の
を
よ

り
強
調
し
て
示
す
こ
と
が
、
最
近
の
指
導
要
領
に
は
必
要
と
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
営
内
班
長
や
先
任
上
級
曹
長
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
「
指
導
」
と
呼
べ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
と
考
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
服
務
指
導
」
を
例
に
し
ま
す
と
、
服
務
指

導
は
隊
員
の
自
律
心
を
養
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
私
の
今
ま
で
の
服
務
指
導
は
「
服
務
命
令
」
に
な
っ
て
い
た
気

が
し
ま
す
。
「
〇
〇
を
や
れ
！
」
、
「
な
ぜ
で
き
な
い
ん
だ
！
」
こ

れ
で
は
自
律
心
な
ど
育
た
ず
、
た
だ
言
わ
れ
た
こ
と
を
淡
々
と
こ
な

す
だ
け
で
し
ょ
う
。
結
果
、
自
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
し
な

い
）
隊
員
を
育
成
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
指
導
案
の
な
い
指
導
は
指
導
で
は
な
い
！
た
だ
の
パ
ワ
ハ
ラ

だ
！
」
あ
る
教
育
中
に
教
え
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
自
分
に

と
っ
て
衝
撃
的
な
こ
と
で
あ
り
、
し
ば
ら
く
立
ち
直
れ
な
か
っ
た
思

い
出
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
過
去
の
苦
い
経
験
を
逆
に
活
か
し
、

職
務
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
の
失
敗
談
が
半
分

を
占
め
、
少
々
論
点
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
「
指
導
」
で
悩

ん
で
い
る
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
と
の
思
い
で
紹
介
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
ま
だ
ま
だ
終
息
の
気
配
が
見

え
ず
、
隊
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
も
悩
み
ど
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
負
け
る
こ
と
な
く
隊
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

小
林

知
典

１
海
佐
）
は
、
８
月
２
日
（
日
）
、
徳
島

県
初
と
な
る
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
・
海
上
保
安

庁
と
の
公
務
員
合
同
職
業
説
明
会
を
開
催
し
た
。

本
説
明
会
は
、
徳
島
地
本
の
新
規
募
集
施
策
の

一
つ
で
あ
り
、
他
公
安
系
と
の
併
願
で
の
受
験
状

況
が
多
い
中
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
「
自
衛
隊

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
、
「
自
衛
隊
が

第
一
希
望
で
は
な
い
人
に
自
衛
隊
も
職
業
選
択
肢

の
一
つ
に
な
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
２
つ
を
狙
い

と
し
て
開
催
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
に
希
望
し
て

い
る
ブ
ー
ス
以
外
も
全
て
回
れ
る
よ
う
に
30
分

毎
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
数
回
設
定
す
る
と
と
も

に
、
各
ブ
ー
ス
を
研
修
す
る
間
の
休
憩
時
間
も
飽

き
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
し
た
。

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
第
24
航
空
隊
か
ら
、
対

象
者
と
年
齢
も
近
い
女
性
自
衛
官
の
リ
ク
ル
ー
タ

の
支
援
も
い
た
だ
き
、
普
段
な
か
な
か
聞
け
な
い

貴
重
な
話
等
で
盛
り
上
が
り
、
充
実
し
た
説
明
会

と
な
っ
た
。

説
明
会
の
参
加
者
は
約
１
０
０
名
と
大
盛
況
で

あ
り
、
自
衛
隊
の
職
業
説
明
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
人
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
本
説
明
会
を
通
じ
て

「
自
衛
隊
も
職
業
選
択
肢
の
一
つ
」
と
い
う
印
象

を
十
分
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

徳
島
地
本
で
は
、
引
き
続
き
「
職
業
と
し
て
の

自
衛
官
」
の
魅
力
な
ど
を
伝
え
て
い
き
、
志
願
者

の
獲
得
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

「指導」の難しさ

公務員合同職業説明会
の様子

着任駐屯地司令、家族会事務
局長へ挨拶

総務班長から家族会事務局長へ
情報提供


